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△強気配 　○保合 ▼弱気配
長さ 末口径 昨　年

樹種 １本当 気　　配 摘　　要 同　期
m cm 高　　値 中　　値 単価 安　　値 中　値
2 20- 8,000 7,222 944 6,000 ○ 6,800
3 14 11,000 10,000 590 8,000 ○ 柱目3.5寸取り 8,600

16-18 12,000 11,700 1,018 10,000 ○ 柱目４寸取り 9,500
す 20- 16,000 12,000 1,584 10,000 ○ 中目 9,500

4 8-11 270 251 - 250 ○ 本＠ 342
12-13 10,300 8,200 476 6,800 ○ 母屋取り 7,400

14 11,000 10,000 780 9,000 ○ 桁目3.5寸 9,300
16-18 14,000 11,300 1,311 10,000 ○ 桁目　4寸 9,000
20-22 16,100 12,400 2,182 9,100 △ 中目 10,200

ぎ 24-28 17,500 13,600 3,672 9,100 △ 中目 12,500
30-34 19,000 14,800 6,068 7,200 ○ 二番玉節少 13,300
36- 35,800 15,100 9,331 - ○ 根玉選木 15,500

6 16-18 15,500 15,000 2,254 14,500 ○ 通し柱 15,100
20-22 15,000 14,800 3,498 14,000 ○ 通し柱 14,500

2 20- 25,000 13,400 1,486 3,800 ○ 11,700
3 14 27,000 24,900 1,469 22,000 △ 柱目3～3.5寸 14,600

ひ 16 31,400 27,700 2,410 20,000 △ 柱目3.5～4寸 15,300
18-22 27,000 22,000 2,904 17,800 ○ 柱目４寸取り 13,900

4 4-7 - - - - - 本＠ -
8-11 300 264 - 250 ○ 本＠ 280
12-13 15,100 13,300 771 8,300 △ 3寸取り 10,500

14 27,000 25,900 2,020 20,000 △ 土台目3.5寸 14,300
の 16-18 31,600 28,800 3,341 27,000 △ 土台目3.5～４寸 16,000

20-22 30,000 24,700 4,347 22,000 △ 中目縁甲取り 16,000
24-28 33,000 25,800 6,966 17,000 △ 中目 20,000
30-34 38,000 28,900 11,849 20,000 ○ 二番玉節少 21,000
30- 150,000 40,300 - - ○ 根玉選木 38,000

き 6 14 - - - - - 通し柱３．５寸 17,500
16-18 35,000 32,000 6,208 22,000 △ 通し柱　４寸 30,000
20-22 33,000 29,400 8,526 26,000 △ 通し柱　 27,000

7 16-18 40,000 38,500 8,740 - ○ 34,000
ま  4.0- 22-26 - - - - - -
つ -6 28-32 - - - - - -

12月4日 土場在庫 81台

《今回市の落札状況》
樹種 出品（ｍ3） 落札（ｍ3） 落札率
スギ 1,084 1,084 100.0%
ヒノキ 1,561 1,560 99.9%
その他 44 44 100.0%

計 2,689 2,687 99.9%
《つち情報》

　『つち』とは、暦の上で木を伐るに不適な日を言います。

　特に優良材の根放しには、この日を避けてください。

　玉伐りはかまいません。

県森連ホームページ　　　http://www.s-kenmori.net/ 次回の『つち』　12月30日（月）～1月１３日（月）

平成25年12月5日

落　　　札　　　価　　　格

《過熱相場に一服感》
過熱気味だった相場が落ち着きはじめた。
原木の高騰に嫌気を差したメーカーが入札価格を
押えてきたようだ。製品価格も上がってきてるよう
だが、原木の高騰に追いついてなく、新規の需要
に対する見積りがしにくい状況になっている。円安
基調が続いていること、輸入材の供給もおぼつか
ないことなどから、国産材の需要はまだまだ旺盛
のようだが、このまま高騰し続ければ、いつ何時国
産材離れがおきないとも限らない。今後益々原木
を安定的に供給できるかが重要となり、結果安定し
た原木相場が長く続くことを願うばかりである。


